
公職選挙法により、議員による時候の挨拶状・寄附行為などは禁止されています。ご理解をいただきますようよろしくお願い申し上げます。
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大津市議会 

歳 出 解 説
歳出においては、介護・障害福祉サービ
ス利用増や、労務費・物価上昇に伴う公
定価格の見直しなどによる扶助費の増
加、および人件費や金利上昇に伴う公債
費の増加により、義務的経費の割合が増
加しています。こうした状況の中「総合
計画第３期実行計画」に掲げられた４つ
の重点プロジェクト（①就学前教育・保育
の魅力向上②市役所庁舎整備③坂本城
跡を生かした歴史まちづくり④認知症施
策推進）に関連する事業に配分され、計
画の強力な推進を目指す。

土木費
7.3％

総務費
13.3％教育費

8.4％

公債費
7.8％

衛生費
7.9％

その他 2.1%
消防費
2.3%

民生費
50.9％

　歳 出
1,426億
8,400万円

※金額は一般会計の歳出額を令和
8年3月1日現在の人口342,997
人で割り戻した額

※表中の％は歳出全体に占める割合

土木費
7%

道路、公園、
公営住宅の
管理などに 30,238円

公債費
8%

借りたお金の
返済に 32,605円

総務費
13%

企画、市民協働、
防災対策などに 55,545円

衛生費
8%

ごみ、し尿の処理や
健康推進などに 32,779円

その他
4%

産業・観光の
振興などに 17,901円

教育費
8%

小中学校・幼稚園の
管理運営や
施設整備などに 35,079円

これからも市の財政に
注目してね！

民生費
51%

高齢者、障害者、
子ども・子育ての
支援などに 211,846円

市債
3.4%

国・県支出金
30.0%

地方交付税
12.2％

地方譲与税など
9.1％

繰入金
0.8％

その他
 4.8%

市税
39.7%

　歳 入
1,426億
8,400万円

ご
あ
い
さ
つ

令
和
８
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

一般会計歳入予算額一般会計歳出予算額（目的別）

春
分
の
候
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
２
月
に
は
、イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
「
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ

ナ
2
0
2
6
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
お
き
ま
し
て
、
本
市
在
住
の
清
水
さ
ら
選
手
が

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
女
子
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
競
技
に
お
い
て
四
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

ま
で
諦
め
ず
、
果
敢
に
ト
リ
ッ
ク
に
挑
む
姿
は
、
大
き
な
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
に
は
一
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
舞
台
で
の
入
賞
に
、
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
２
月
19
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
２
月
通
常
会
議
で
は
令
和
８
年
度
当
初
予
算

案
を
は
じ
め
、
計
71
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
は
、
総
合
計
画
第
３
期
実
行
計
画
、
と
り
わ
け
「
就
学
前
教
育
・
保
育

の
魅
力
向
上
」、「
市
役
所
庁
舎
整
備
」、「
坂
本
城
跡
を
生
か
し
た
歴
史
ま
ち
づ
く
り
」、

「
認
知
症
施
策
推
進
」
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
歴
史

文
化
遺
産
や
文
学
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
生
か
し
た
魅
力
発
信
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援
の
充
実
、
生
涯
を
通
じ
て

や
り
が
い
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
力
点
を
置
い
て
予
算
を
編
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
拠
点
と
な
る
市
役
所
庁
舎
の
整
備
を
本
格
化
さ
せ
る
「
庁

舎
整
備
元
年
」
と
し
て
、「
ま
ち
」「
ひ
と
」「
し
ご
と
」
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
防
災
」
の
取
組
み
も
強
化
さ
れ
る
内
容
で
す
。

ま
た
、
保
育
所
等
の
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
対
策
と
し
て
保
育
士
確
保
・
病
児

保
育
所
の
設
置
や
新
規
保
育
所
の
整
備
、
小
中
学
生
の
不
登
校
対
策
や
ケ
ア
ラ
ー
支
援

な
ど
、
我
が
会
派
が
こ
れ
ま
で
重
ね
て
要
望
し
て
き
た
本
市
が
直
面
し
て
い
る
喫
緊
の

課
題
に
対
す
る
経
費
に
つ
い
て
も
、
適
切
に
配
分
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
会

派
と
し
て
、
夢
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
大
津
の
創
造
に
向
け
、
執
行
部
と
も
連
携
し
、
是
々

非
々
の
立
場
で
今
後
も
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
湖
誠
会

は
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
様
が

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
大

津
市
を
目
指
し
、
皆
様
と
と
も

に
歩
む
市
政
を
推
進
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。
会
派
所
属
議
員

に
対
し
ま
し
て
、
さ
ら
な
る
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

○
令
和
８
年
度
当
初
予
算
が
市
議
会
２
月
通
常
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
当
初
予
算
は
、本
市
の
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
包
含
す
る
大
津
市
総
合
計
画

第
３
期
実
行
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、妊
娠・出
産
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た「
ひ
と
」へ
の
支
援
の
充
実
、本
市
の
持
つ
歴
史
文
化
資
源
等
を
活
用
し
た
魅
力
発
信
と
に
ぎ
わ
い
創

出
に
よ
る
活
気
と
活
力
が
あ
ふ
れ
る「
ま
ち
」づ
く
り
、生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
進
む
中
で
、や
り
が
い
を

持
っ
て
生
涯
を
通
じ
て
活
躍
で
き
る
場
と
し
て
の「
し
ご
と
」の
充
実
、そ
し
て
、頻
発
化・激
甚
化
す
る
災
害

か
ら
ま
ち
や
人
を
守
る「
防
災
」力
の
強
化
の
４
つ
の
テ
ー
マ
を
意
識
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
相
互
に
関
係

し
、好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
で
、そ
の
事
業
効
果
を
相
乗
的
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
予
算
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

幹
事
長

竹
内
照
夫

（市税の主な内容）
◦�個人市民税は、個人所得の増加等による
増収を見込み、物価や金利、株価の上昇
等による地方消費税 交付金などの県税
交付金の増収を見込む。法人市民税につ
いては、前年度からの好調な企業業績に
よる増収の見込み。固定資産税について
も、新増築等による増収の見込み。

（全体）
◦�市税収入や地方交付税など各収入は堅
調に推移すると見込まれる。

歳 入 解 説

令和8（2026）年度各会計予算額
（令和7年度当初予算比）

※ 各会計の千円単位を四捨五入し万円単位としています※ 企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計

一 般 会 計
1,426億8,400万円

（△2.5％）

特別会計（9会計）
807億7,400万円

（3.7％）

企業会計（3会計）
354億2,800万円

（0.8％）

合　計
2,588億8,500万円

（△0.2％）

市民一人当たりの予算額415,992円は
こんなふうに使われます

《
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
輝
く
～
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援
の
充
実
～
「
ひ
と
」》

　
　
【
新
】R
S
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種
�
�
�
�
�
�
�
�
�
２
９
︐６
１
８
千
円

　
　
【
新
】民
間
保
育
施
設
の
整
備
補
助（
定
員
90
人・２
園
）
�
�
�
�
�
２
８
３
︐０
８
５
千
円

　
　
【
新
】病
児
保
育
施
設
の
整
備
補
助
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
４
︐０
０
０
千
円

　
　
【
充
】民
間
保
育
施
設
の
障
害
児
保
育
へ
の
支
援
拡
充
�
�
�
�
�
�
�
６
２
︐０
０
０
千
円

　
　
【
充
】子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業（
３
カ
所
→
４
カ
所
）
�
�
�
�
�
１
４
︐２
１
８
千
円

　
　
【
新
】小
学
校
給
食
の
自
己
負
担
０
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
９
９
１
︐５
６
６
千
円

　
　
【
新
】高
齢
者
の
社
会
参
画
の
促
進（
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
）
�
�
�
�
４
１
０
千
円

　
　
【
新
】認
知
症
地
域
共
生
事
業（
つ
な
が
る
居
場
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
�
�
�
２
︐４
０
０
千
円

　
　
【
新
】大
学
と
連
携
し
た
認
知
症
啓
発
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
２
０
０
千
円

《
生
涯
を
通
じ
て
活
躍
で
き
る

　
　
〜
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
〜
「
し
ご
と
」》

　
　
【
新
】短
期
就
労
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
８
︐０
３
０
千
円

　
　
【
新
】主
任
ケ
ア
マ
ネ
資
格
取
得
等
の
支
援
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
６
０
０
千
円

　
　
【
新
】市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
空
き
家
の
在
り
方
検
討
�
�
�
�
�
�
�
３
０
０
千
円

《
活
気
と
活
力
が
あ
ふ
れ
る
〜
魅
力
発
信
と
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
〜
「
ま
ち
」》

　
　
【
新
】坂
本
城
跡
保
存
活
用
計
画
策
定

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
2
︐4
7
5
千
円

　
　
【
充
】「
文
学
の
ま
ち
大
津
」推
進
事
業
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
1
0
︐0
0
0
千
円

　
　
【
新
】大
津
市
宿
泊
税
検
討
委
員
会
の
開
催
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
4
1
7
千
円

《
プ
ラ
ス「
防
災
」》

　
　
【
継
】市
役
所
庁
舎
整
備
の
推
進
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3
9
1
︐6
0
0
千
円

　
　
【
新
】感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
補
助
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3
︐0
0
0
千
円

　
　
【
新
】小
学
校
体
育
館
空
調
設
備
整
備

�
�
�
�
�
国
の
補
正
予
算
に
よ
り
、前
倒
し
予
定

主
な
事
業
内
容

右
よ
り川

口

正
徳
議
員

葉
月

陽

議
員

竹
内

照
夫
議
員

竹
内

基
二
議
員

草
野

聖
地
議
員

福
永

英
晶
議
員

寺
田

英
幸
議
員
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２月通常会議一般質問� 質問、答弁は一部抜粋です。詳しくは大津市議会ホームページをご覧ください。※質問順に掲載しています。

会派代表質問 質問項目 湖誠会　竹内　照夫 幹事長

●�これまでの市政運営に対する評価と今後の基本姿勢について
●令和８年度当初予算編成について
●全ての年代が輝くための支援の充実について
●まちの魅力発信によるにぎわいづくりについて
●災害に強いまちづくりについて

まちづくりプロジェクト」では、国史跡指定を
実現し公有化を進め、「認知症施策推進プロジェ
クト」では部局横断組織を新設した。また、44
年ぶりに滋賀県で開催された「わたSHIGA輝く
国スポ・障スポ」も成功裏に終えるなど、重点
的に取り組む施策で確かな成果を得たと考える。

令和８年度当初予算編成について

令和８年度の予算は、「まち」「ひと」「し
ごと」の３つの基軸に「防災」がプラスされ、

第３期実行計画の１年目の成果をさらに前進さ
せることを期待するところだが、そのためにど
のようなお考えのもと令和８年度予算編成に取
り組まれたのか、見解を伺う。

令和８年度当初予算は、第３期実行計画
２年目として、重点プロジェクト推進に

加え、歴史文化遺産や大津ゆかりの文学資源を
活かした魅力発信と賑わい創出、子どもから高
齢者までライフステージに応じた支援の充実、
生涯を通じてやりがいをもって働き続けられる
環境づくりに力点を置いた。また、防災拠点と

なる新市役所庁舎の本格整備に着手した。扶助
費・人件費の増嵩や物価高による厳しい財政状
況下だが、財政規律の堅持に努める。

まちの魅力発信によるにぎわいづくりについて

令和７年度に開催された「湖都の葉マル
シェ」のような市民が文学を楽しみ、親

しむことができる事業を期待するところだが、
今後どのような事業を展開される計画なのかを
伺う。

昨年11月に開催して約3,500人が来場し
た「湖都の葉マルシェ」を新年度も継続す

るほか、文化団体や観光団体と官民一体となっ
た「文学のまち大津推進協議会」を新たに設置
する。さらに、大津市歴史博物館が古代から現
代までの文学作品を解説した冊子を、30年以
上ぶりに再編集して刊行した。この冊子は市内
小中学校での学習に活用されるとともに、一部
販売も予定されており、市が有する文学資源を
生かした「文学のまち大津」の取組を引き続き
推進していく。

大 津 市 議 会
２月 通 常 会 議
大津市総合計画第３期実行計画について

本計画の現時点における進捗状況と成果
について、市長はどのように評価されて

いるのか伺う。
第３期実行計画の初年度として、重点プ
ロジェクトは概ね順調に推進した。「就学

前教育・保育の魅力向上プロジェクト」では待
機児童解消に向けた民間施設整備を推進し、「市
役所庁舎整備プロジェクト」では基本計画を昨
年８月に策定した。「坂本城跡を生かした歴史

川口　正徳 議員

乳幼児の健全育成について

大津っ子みんなで育て“愛”全戸訪問事業につ
いて、本来であれば目標の100％を目指すべ

きであるが、里帰り出産等で本市におられないこと
を考慮しても、100％にならない原因の把握に努め
るべきと考えるが、現状と課題について見解を伺う。

大津っ子みんなで育て“愛”全戸訪問事業は、
生後１か月頃に行う新生児訪問と生後４か月

までに行う全戸訪問とで実施しており、令和５年２
月以降、伴走型相談支援事業が実施されてからは、
新生児訪問率が増加傾向にある。訪問して不在であっ
たご家庭の主な理由としては、里帰り出産やお子さ
んの長期入院などであることから、里帰り先の自治
体で受けた新生児訪問の情報共有や、お子さんが入
院している医療機関との連携により、個々の状況に
応じた支援に努めている。今後も、不在家庭の状況
をより早期に把握し、適切に支援していく。

※他に４項目の質問あり。

福永　英晶 議員

市街化調整区域の規制緩和
について

令和８年度には、市街化調整区域にお
ける空き家の在り方検討を有識者を交

えて行うとのことだが、在り方検討において
は、仙台市の事例も参考に、既存集落のコ
ミュニティ維持・活性化に資するような制度の
導入も視野に議論を深めていただきたいと考
えるが、見解を伺う。

市街化調整区域においては、無秩序な
市街化を防止するため、原則として開

発や建築を制限する区域として都市計画法で
位置づけられているが、こうした法令上の位
置づけを念頭に置きつつも、モデル地区での
規制による影響などを整理しながら、本市の
地域特性やニーズ等に合致した在り方を、他
都市の事例も参考に見定めてまいりたいと考
えている。

寺田　英幸 議員

高齢者の福祉の充実と
社会参加について

改修が終了している「中はぴすこ」や「南は
ぴすこ」の利用実態を踏まえて、高齢者の

保健と介護予防に果たした効果や評価について伺
う。また、利用者からの感想や意見を今後の運営
に反映させる取り組みについて現状や今後につい
て伺う。

リニューアル後は新規登録され、トレーニ
ング機器で運動する高齢者が大幅に増えて

いることから、こうした運動習慣が健康増進に繋
がり、介護予防にも効果があるものと考えている。
リニューアル後の施設においては、利用者の意見
を踏まえてトレーニング機器や健康測定器具の使
用方法を大きく表示するほか、機器の使用効果や
健康に資する食材を紹介するなど、それぞれの施
設で工夫しており、引き続き利用者の意見を反映
し、より良い施設となるよう努めていく。

※他に１項目の質問あり。




